
学 校 レ ク リ エーションの研究

←福岡県下の高等学校体育祭・運動会

の現状と問題点についてー

はじ め K

運動会が始まったのは明治 10年頃で、その

歴史は長い。その後いろいろの歴史的変遷を経

て今日に至っている。いずれにしてもその時代

の要請や社会的背景によって、目標や内容が変

っている。ところが、どの時代にも共通してい

るのは、競技的性格とレクリエ← νョシ的性格

を持続してきたことであるo

きて、現在の高等学校では、運動会は教科外

の教育活動のー領域である体育的行事として位

置づけられている。ということは、運動会や体

育祭の果す教育的役割を高く評価してのことで

あろう。

ところが近年の高等学校の運動会や体育祭は

形式化.圃定化して楽しくないといわれている o

また.地域社会との関連も少なくなったようで

ある。そこで、教師や生徒が自らの手で企画.

運営し、喜んで参加し、満足感を味わう ζ との

出来る運動会や体育祭が考えられないだろうか.

学校νクリエー νョγ という観点から検討して

みたい。

福岡教育大学 秋 士ロ 嘉範

1 .対 象

福岡県下の公立及び私立の高等学校 1 2 5校

を対象に調査察を配布した。回答を得たのは

1 0 2校.回収率は 81. 6 ~もである。

2.方法

質問紙法による。調査票の記入は保健体育科

教師(主任)に依頼した。集計は公立普通校

5 3校.公立実業校 28校.私立校 2 1校に分

けて行なった。なお概要を知るために調査校全

体 1() 2校についても集計した。

5. 時期

昭和 4 7年 9月から 1 1月までである。

E 結果と考察

1. 実施状況

表1.によると.体育祭や運動会を実施してい

るのは 8 7絞 85. 3私.実施していないのは

1 5校 14. 7幌、である。実施していないのは公

立普通絞 7校、公立実業校 7校.私立校 1校で

〔表1) 体育祭や運動会の実施状況

公立益回交 公立実業校 私立校 全体

実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

実施している 46 868 21 75 20 95.2 87 8~ 

実施していなL 7 1132 7 25.0 1 4β 15 4.7 

計 53 。。 28 100 21 1∞ 102 1∞ 
」ーーー 一一ー一一一』ーーー 』園圃圃圃

I 研究の目的

学校レクリエーレョシ研究の一環として.高

等学校における体育祭 Jや運動会の現状を調査し、

問題点を明らかにして‘学校行事としての体育

祭や運動会のあり方を検討しようとするもので ある。実施していない理由として.クラスマッ

ある。 チに切り替えたが 6校、全校登山に替えたが 1

校.文化祭及びクラブ祭にしたのがそれぞれ 1

E 調査の対象・方法・時期 校である。大牟田市内の 6校は学校独自では実
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施せずに市内全校で.連合体育大会を年 2回聞

いている。そのため各校は予選をかねた競技会

を実施している。全体的にみると.実施してい

る学校が断然多い.また、実施していない学校

でも内容的には.体育・ νクリエー νョシ行事

として別の形でとりあげているようである。

2. 名称について

現在.名称は高等学校によりまちまちであるo

一般に体育祭、運動会などが多い。

表 2によると.体育祭が 44校 50.. 5 %であ

る。ついで.体育大会 23校 2 6.4唱、.運動会

1 0.校 11. 5 qも.体育会と競技会がそれぞれ 5

校 5.8偽である。体育祭という名称は私立校に

多い傾向があるo また私立校には運動会という

名称はみあたらない。このような名称は内容を

示す場合が多い。(注)以下体育祭や運動会とい

う場合.体育会や競技会を含めて呼ぶことにす

る。

〔表2) 名称

公立動薗交 公立実業絞 私立校 全 体

実数 % 実数 % 実務 % 実数 % 

運動会 81 17A 2 9.5 一一 10. 115 

体育祭 20. 43，5 10. 47.7 14 70.ρ 44 50.5 

体育大会 13 28.3 6 28.5 4120.ρ 23 26.4 

体 育会 2 4.3 2 9.5 1 5.0 5 5.8 

競技 会 3 6.5 1 4s 1 5.0 5 5.8 I 

計 46 10.0. 21 10.0. 20. ∞ 87 10.0. 

3. 実施時期

表 3によると 9月-1 0.月に実施している

のが 8 2校 85. 3 %であり.残りの 5校!t.5月

- 6月に実施が 3校、また春秋 2回に分けて実

施が 2校である。ところが 9月、-1 0.月実施に

は問題も多い。まず夏休み終了直後で生徒が規

則的な学校生活に慣れていないこと。第二に残

暑がまだきびしく.生徒の健康面からみて必ず

〔表3) 実施時間

気工動車校 私立校 金 体

実数 % | 事実務 % 実数 % |実務 % 

9-10.月 42 91A 21 10.0. 19 95.ρ 82 94，2 I 
制 /((2回 2 4β 2 2.3 

5-6月 2 4.3 -1 1 5.u 3 3.5 I 
計 46 10.0. 21 10.0. 20. 10.0. 87 10.0. ー--由一幽 圃園園園圃L-.

L...-・

しもよい時期でないこと。第三に生徒に企画や

運営をさせる場合.時間的に短かすぎることな

どである。しかし.一方では体育祭や運動会を

早く終らせ.大学受験や就職のための勉学に専

念させたいという意図も十分伺える。いずれに

しても.生徒が健康で喜んで参加できる時期を

検討する必要がある。悪い慣例であれば打破す

る勇気が欲しい。筆者は 5月か 11月初句頃が

季節的に最もよい時期ではないかと考える。

4. 実施回数

実施回数は年 1回実施が 66校 75. 9私であ

る。公立、私立を間わず多い。年 2回実施は 3

校 3.5 qも.また 2年に 1回は 12校 13. 8 %. 

3年に 1回は 2校 2.3帯、。 3年に 2回は 4校

4.5%となっている。隔年実施の場合.文化祭

と交互に実施しているようである。実施回数は

質量によって違うであろうが.年 1回はぜひ実

施したいものである。

5. 実施回数

〔表4) 実施日数

岱Z普通校 岱長是業校 私立校 全体

実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

1 日型 36 78.3 20. 952 18 90..0 74 851 

数日型 9 19.5 1 4.8 2 10..0 12 13.7 

無記不明 1 22 1 12 

計 46 10.0. 21 10.0. 20. 10.0. 87 10.0. 

表 4によると実施日数は 1日型が 74校

8 5. 1払と断然多い。 2-3日以上にまたがる
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数日型は 12校 13. 7 qもである。数日型は 2 -

3日球技などのクラスマッチを行ない最終日に

まとめるような形式で実施している。このよう

な形式で行なえば.クラスマッチと体育祭や運

動会を総合的にでき.別々に行なうより.準備

や練習なども一度ですむという利点があるo

また.逆に長期間に亘るため運営上盛りあが

りに欠けたり.中だるみ現象を起すこともある

ようである。

6. 実施日及びその理由

実施日が平日であるか.休日であるか調べた

のが表 5である。表 5によると、平日実施は

4 4校 50.6 %である o 休日実施は 42校 48.2

%である。その内容はをと立普通校.実業校及び

私立校ともほぼ半々である。平日.休臼と決め

ていない学校は 1校である。平日実施の学校の

なかで休日から平日へ切り替えた学校が 18校

2 O. 7私ある。逆に平白から休日へ切り替えた

学校は私立校 3絞だけである。従来は休日実施

が断然多かったが.この調査では平日実施が大

幅に増加している。

〔表5) 実施日(平日か休日か)

公立普通校 気工実謝交 私立 校 全 体

実数 % 実数 % 実数 % 実務 % 

平日 13 28β 6 28.5 7 I 35.0 26 29.9 

休日から平日〈 10 21.7 5 23.8 3 I 15.0 18 20.7 

休 B 23 50ρ 9 42.9 7 I 35.0 39 44.8 

平日から休日へ ー 3 15.0 3 3.4 

どちらもある ー 1 4.8 ー 1 1.2 

計 46 100 21 100 20 100 87 100 

平日に実施ずる理由として、 「教科体育の延

長であるため」が 44校中 19校である。つい

で「特別に理由はないJが 1 2校. r教師の勤

務条件に都合がよいため」が 7校. rその他.

無記不明」が 1 1校である。その他のなかには

学校行事であるため.他の行事との関係のため.

一般の人々の整理に因るため.キリスト教系学

校であるためなどである。

一方.休日に実施する理由は. r父兄に多く

参加してもらうためJが 4 2校中 2 3校.つい

で r生徒や父兄の要望」が 7絞「地域社会の

要望Jが 6校. r特別に理由はないjが 16校

「無記不明」が 1校である。

さて.最近福岡県教育委員会の調査によると、

父兄を含む地域社会の人たちは休日実施を断然

希望しているようである。

平日か休日かを考える場合.問題になるのは.

特別に理由がないという 28校の主体性のなさ

である。体育祭や運動会は生徒の日頃の体育・

スポーツ活動状況を父兄や地域社会の人々にも

知ってもらうよい機会である。また.父兄や地

域社会の人たちとの親善を深めることもできる

と考えるならば.平日より休日の方が多くの人

の参加が期待できる。問題は教師の勤務条件で

あるが.年間 1-2回の休日出動は振替え休日

によって補償されるはずである。

一方.学校行事のーっとしての校内発表会と

考えるならば.わざわざ休日に実施しなくても

よい。生徒自身が競い楽しむのだから.父兄や

地域ネ士会の人たちの参加は望まないというなら

平日でもよいだろう。

平日か休日のどちらに実施するかは.体育祭

や運動会をどのような性格や目的で行なうかに

よって決定される。その場合、父兄や地域社会

の要望や意見にも耳を傾けて欲しい。最終的に

はその学校の主体性によって決定されるべきで

あり.その聞の検討が十分なされるべきであるo

学校レクリエ-1/ョシの立場から考えると平日

でも休日でもよい、むしろ教師や生徒が一体と

なって.体育祭や運動会の目的を検討し‘それ

に見合う企画.運営にあたることこそ大切であ

る。
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Z 目標について

きて.体育祭や運動会をどのような目標で行

なうかは重要な問題である。

〔表6) 目標について

公普通絞 公実業校 私立校 全 体

46絞 % 21校 % 20.校 % 87校 % 

運上実動をと体意図欲力るのの向充 17 37.0. 14 66.7 7 35.0. 38 43.7 

運郵Vぜ靖国，心
や理解を努め 11 23.9 3 14.3 2 10..0. 16 18.4 
る

集育し成匠て桁す社会動る伎を通を 28 60..9 9 42.9 14 70..0. 51 58.6 

生徒会活動を
25 54.3 12 57.1 10. 50..0. 47 54.0. 充実させる

教果に科を公体地開育域すの担る会成 7115.2 ー 4 20..0. 11 12.6 

弓そ司の司他.無記 1 2.2 1 1.1 

( 2項目選択)

表 6によると「集団行動を通して社会性を育

成する」が 5 1校 58. 6私と最も多い。ついで

「生徒会活動を充実させる」が 47校 54. 0. % 

「運動意欲の向上と体力の充実を図る」が 3 8 

校 43. 7 % r運動への関心や理解を深める」が

1 6校 18. 4払「教科体育の成果を地域社会に

公開するjが 11校 12. 6 %の順である。この

ことは従来のように地域社会とのつながりが深

いものでなく.学内の単なる行事として行なう

傾向にあるといえるo

いずれにしても目標を定める場合には.どの

ような性格や目的を持った体育祭や運動会であ

るかを明らかにし.その目標を生徒に理解させ

る努力が必要である。

8. 企画、運営について

企画や運営を誰れが行なうか調べたのが表 7

である。表 7によると「生徒と教師が協力して

行なう」が 63校 72. 4 ~らである。ついで「生

〔表7) 企箇・運営はだれが行なうか

公立普通校 公立実業後 私立校 全 体

実数 % 実数 % 実務 % 実数 % 

生I'C:舞fTがな中う心 16 34，8 4 191 3 15D 23 26.4 

教I'C:行師がな中う心 1 2.2 一 1 12 

若草・教師
力で 29 63.0 17 80..9 17 85.0. 63 72.4 

言十 46 110.0. 1 21 ~o.o. 20. 。。 87 ~o.o. 

徒が中心に行なう」が 23校 26. 4 ~も~ r教師

が中心に行なう」はわずか 1校である。

教師のアドバイスを受けながら.生徒が中心

に企画、運営にあたることは望ましいことであ

るo しかし.準備段階から終了までには.種目

の決定.会場や用具の準備.製作、練習や運営

方法など多くの仕事があり.これらの準備や運

営がスムーズに進行するように.教師と生徒に

よる委員会を組織することが必要である。その

なかで.生徒が自主的に活動できるように.教

師が適切な指導をすることである。この指導が

学校レクリエ一色/ヨ γ としての重要なポイシト

になるだろう。

9. 準備や練習の日教と体育授業への膨響

〔表8) 準備や練習の回数

公立動直校 勾Z実難変 私立校 全 体

実数 % |実数 % 実数 % 実数 % 

10.日以内 30. 65.2 17 80..9 10. 50.0 57 65.5 

11日、20.日 91 19.6 3 1 14.β 6 30.ρ 18 20..7 

21島--30.日 2 4.3 3 15.0 5 5.8 

無記不明 5 10..9 1 4.8 1 5ρ 7 80 

計 46 10.0. 21 10.0. 20. 10.0. 87 10.0. 

表 8によると r1 0.日以内」が 57校 65. 5 

払ついで r1 1日........2 0.日」が 18校 2o.. 7弘

である。残りは 20.日以上である。ということ

は 1 0.日以内で行なうのが 2/3であることを示

す。

練習を行なうための体育授業への影響を調べ
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ると「ほとんど影響がない」が 3 5校 40.2% 

「授業が練習時間にふりかえられ学習内容がカ

ットされる」が 32. 2私「授業によい影響を与

え積極的参加」が 16校 18. 6 %となっているt

「練習で疲れて授業に悪い影響を与える」はわ

ずか 2絞である。このことは.年間計画のなか

に練習時閣を組み込んでいないのではないか.

体育祭や運動会を実施する場合.当然準備や練

習の時聞が必要である。学校行事の 1つである

以上.年間計画を作成する場合に.練習時聞を

組み入れること.その時期に体育授業の教材.

例えば体操‘ダシス、陸上競技などのカリキュ

ラムをたてるべきである。また.生徒が疲労し

ないよう無理な練習はさけること.そのために

は効果的な練習や準備によって.運動への関心

や理解を深め.授業への積極的参加などのよい

影響を与えるようにすべきであるo

10. プログラムについて

体育祭や運動会のプログラムづくりは.学校

レクリニ早←νョシとして重要なポイシトになる。

きて.プログラムは誰れが作成するかを表 9

〔表9) プログラムはだれが作成するか

公立普通校 公立実業校 私立校 全 体

実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

生徒(会) 23 50.0 12 57.1 6 30.0 41 47.2 

生徒と教師 21 45.7 9 42.9 11 55.0 41 47.2 

教 師 2 4.3 3 15ρ 5 5.6 

計 46 100 21 100 [20 100 87 100 

でみると. r生徒(会)中心」が 41絞 47. 2 

%.また F生徒と教師jが同じく 41校 47. 2 

%である。 r教師」が 5校 5.6%と極めて少な

い。従来は教師中心にプログラムを作成してい

たが.現状では生徒の意向を十分反映している

ことがわかる。レクリエー νョシ行事としては

大切なことである。

表 10 はプログラム(種目)性格別内容を示
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〔表10) プログラムの性格別内容

公立普通校 公立実業校 私立校 金 体

実数 % 実数 % 1実数 % 実務 % 

ィ智雄目 17 37ρ 81 38) 9 45.0 34 391 

ロ中レョク，功心リヲエ種ー目シ 14 30A 6 I 28.5 1 5.0 21 24.1 

ノ、発表封曜
自中心 1 22 - ー ー 1 1.2 

ー野弊翌 7 152 4 I 191 5 25ρ 16 18A 

シ目をョ半ン的々種

占、総ロJ合を的含(すイけ 7 1~2 3 14.3 5 25.0 15 17.2 

計 46 100 21 100 26 100 87 。。

したものである。表 10によると「競技的種目

中心」に行なっている学校は 3 4校 39. 1 %で

最も多い。ついで「レクリエー νョジ的種目中

心Jに行なっている学校は 2 1校 24. 1私であ

る。 νクリエ-i，ノョシ的種目を行なっている学

校は私立校よりも公立校に明らかに多い。

「発表的種目中心」に行なっている学校は公

立普通校 1校だけである。

「競技的種目とレクリエーレョ γ的種目を半

々」に行なっている学校は 1 6校 18. 4弘.r;各

種目を総合的Jに行なっている学校は 15校

1 7. 2払である。こうしてみると.調査校の半

数以上の学校が.競技的性格とレクリエ← νョ

シ的性格の強い体育祭や運動会を行なっている

といえる。

〔表11) プログラムの種目内容

体育祭13絞運動会備 匂議 全体36校

実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

イ陸上競技 56 225 40 29ρ 121 36.9 217 304 

ロ球技・格技 26 79 26 3s 

守体マ柴ス操・ダグ・岨ンー徐スム 26 10.1 m 2ω 41 12!> 96 1M 

レクリェー
ニション白描
目

121 48s 46 333 98 29.9 2焔5 37.0 

ホ鱒?30 121 12 旦7 25 76 67 9.4 

へ職の種員目・父兄 16 6A 11 四0 17 5.2 44 6.2 

L一主 丘出0011お 1∞328J100 171511~O 



また.調査校のうち入手できた 3 6校のプロ

グラムの内容を分析してみると表 11 になるo

表 11.によると名称は体育祭 13校.体育大

会 1 7校.運動会 6校となっている。内容は陸

上競技.球技.格技、体操・ダジス・マスゲー

ム.レクリエー νョシ的種目(競争遊戯など). 

クラブ紹介・仮装行列・応長合戦、職員.父兄

の種目に分けた。陸上競技では.短距離、長距

離.リレー.ハードル走などであるが.リレー

が最も多い.また、走り高とび.走り巾とび、

砲丸投なども行なわれている。球技では.ソフ

トボーJレ.パスケットボー Iレ.パレ←ボー 1レ.

ハシドボール、サヴカー.卓球.テニスなどで

ある。レクリエ -i/ョシ的種目では.障害物競

走、百足競走.パシ食い競走.借り物競走、綱

引き.棒倒し.騎馬戦などである。仮装行列や

応援合戦なども考え方によってはνクリエー ν

ョシ的種目に入るが.ここでは一応別にした。

そこで体育祭の内容をみると「レクリエー νョ

シ的種目Jが 48.6%.ついで陸上競技 22. 5 

%である。しかし‘ 「クラブ紹介、仮装行列、

応援合戦」などを含めると.レク Pエー νョン

的性格が強いスポーツの祭典であるといえる。

運動会はレクリエー νョシ的種目 33. 3偽つい

で陸上競技 2 9. 0帯、体操.組体操.ダシス.マ

「学校予算に生徒の一部負担」が 26校 29. 8 

qもである。 i学校予算に PTAなどの寄付」は

3校 3.3 ~もである o

〔表12) 費用の出所

岱Z普通絞 公立実業絞 私立校 全 体

実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

諜霊長ど 32 69β 13 61.9 13 65.0 58 66.9 

学寄P校付T 予Aな算十どの 1 4.8 2 10.0 3 3.3 I 

静勾色 14 30.4 7 33.3 5 25.0 26 29.8 

計 46 100 21 100 20 100 87 100 

費用の使途は.準備費、用具費、接待費.宣

伝費.賞品代などである。生徒会の負担は主に

装飾費や応接費などに使われている。一部の学

校では生徒の負担金が高額のため問題になった

ことがある。体育祭や運動会に多額の費用をか

けなければ立派なものができないという考えは

よくない.むしろ少額の費用で立派な企画や運

営をすることが大切である。

12 体育祭や運動会の実施上の問題点

体育祭や連動会を実施する上でいろいろ問題

がある。表 13はその問題点を示したものであ

る。表 13によると. i企画と運営指導Jが81

スゲーム 2 1. 1払の順であり.レクリエーνョ 〔表13) 体育祭、運動会を行なう場合に

シ的性格と競技的性格と発表的性格をもち合せ 問題となる点 (2項目選択)

た総合的運動の会といえる。体育大会は.陸上

競技 3 6. 9弘、ついでレク Pエー νョシ的種目

2 9.9私であるが.体育祭や運動会にみられな

い「球技・格技」が 7.9明、と目立つ。というこ

とは.体育大会はレク Pエーレョシ的性格を持

っているが.どちらかというと競技的性格が強

いといえる。

1 1.経賓

表 1 2によると費用の出所は「学校予算と生

徒会費jが 58校 66. 9弘で震も多い。ついで
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震併の

鰭科との

縄・運営

警察主願
鍾参脚

費る用泊~鴻為

その他・無
記司司司

公普通校

4蔽 % 

15 32.6 

8 17.4 

28 60.8 

2 4.3 

14 30.4 

6 11 3.0 

3 6.5 

公実業校

21校 % 

8 .38.1 

6 28.6 

13 61.9 

4 19.0 

3 114.3 

8 38.1 

1 0.5 

私立校 全 体

2(絞 % 8"7校 % 

9 45.0 32 36.8〆

8 40.0 22 25.3 

3 15.0 44 50.6 

5 25.0 11 12.6 

7 35.0 24 27.6 

1 5.0 15 17.2 

3 15.0 7 8.0 



校中 44校と最も多い。体育祭や運動会はなん

といっても企画.運営が大切で問題になるのは

当然である。ついで「練習時閣の確保Jが 32 

校、また、これに関連して「他教科との関係j

が 22校みられる。ということは.学校行事で

ありながら.体育時間に多くのしわょせがくる

ことと関連がある。また.練習のために多くの

時聞を消費することも検討する必要がある。多

くの練習を必要としない企画を考慮すべきであ

る。

「全員参加の問題」は 24校であるo 学校規

模が大きくなると、全員参加は徒手体操位で.

あとは代表や選手参加ということになる。誰れ

もがそれぞれの技量に応じて参加できる手軽な

種目.例えばフォークダジスやゲームなどもも

っと入れるとよいだろう o

さて. r費用がかかる」は 15校. r施設.

用具の不足」は 1 1校である。費用の問題は.

出来るだけかからないように企画の段階で考え

ることである。施設や用具の不足('1.種目内容

の範囲を狭めればよい.みる体育祭からする体

育祭へ発展させること。最後に一部の教師に負

担がかからないように.出来るだけ多くの教師

が協力し合って指導すぺ含である。学校行事で

あるからには当然のことである。

15 体育祭や運動のあり方について

〔表14) 体育祭や運動会のあり方

'i:iL普通校 公立実業校

実数 % 実数 % 

教科体育の発展の場となるよう
16 34.8 4 19.0 にすべきである

学校の実態や生徒の運動生活liC
14 30.4 6 28.6 応じて行なうべきである

生徒・教師・父兄伺の人間関係
を好ましくすることをねらいに 11 23.9 9 42.9 
すべきである

その 他 ・ 無 記不明 5 10.9 2 9.5 

計 46 100 21 100 

表 14によると.体育祭や運動会のあり方は.

「生徒・教師・父兄の人間関係をよくするとい

うねらいで行なうペ表であるJが 30校 34. 5 

払と最も多い。ついで、 「学校の実態や生徒の

運動生活に応じて行なうべきであるJは 26絞

2 9. 9 qもである。 r教科体育の発展の場となる

ようにすべきである」は 24校 27. 6偽である。

生徒.教師.父兄間の人間関係を問題にするの

は公立実業校・私立校に多い傾向があり.教科

体育の発展の場にするというのは.公立普通校

に多いようである。

きて.体育祭や運動会のあり方には二つの方

向が考えられる。一つは運動意欲の向上と体力

充実を図り.教科体育の発展の場ともなるよう

な.競技会的.発表会的性格のもの.もう一つ

は.生徒と教師や父兄聞の人間関係の改善をは

かること.すなはち.皆んなでスポーツを楽し

むというレクリエー νョジ的性格のものである。

レクリエーνョジだからといって、簡単なもの

だけではない。多少苦しくても成功感や満足感

を覚える内容のものも当然含まれる。これら二

つの方向(内容)について.それぞれの学校が

研究し.学校や生徒の特質に応じて企画すべき

である。

要約

福岡県干の高等学校(公立普通、実業及び私

私立校 全

実数 % 実数

4 20.0 24 

6 30.0 26 

10 50.0 30 

7 

20 100 87 

体

% 

27.6 

29.9 

34.5 

8.0 

100 

立を含む)1 0 2校に.体

育祭や運動会の現状と問題

点、を調査した。その結果を

要約すると.

1. 体育祭や運動会(体

育大会を含む)を実施して

いるのは 8 7校 85. 3払.

実施していないのは 15校

1 4.7%であるo

2. 名称は体育祭が 44 
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校 5o. 5私と最も多く v ついで.体育大会 2 3 

校 26. 4 qも.運動会 10校 11. 5 qも.体育会と

競技会がそれぞれ 5絞 5.8%である。

3. 実施時期は 9月-1 0月が 8 2校 85. 3 

%.残りの 5校 14.7 % tま5月-6月に実施じ

ている。

4. 実施回数は年 1回実施が 66校 75.9払.

2年に 1回は 12校 13. 8私.年 2回実施は 3

校 3.5帯、 3年に 1回は 2校 2.3明、 3年に 2

回は 4校 4.5%であるo

5. 実施日数は 1日型が 74校 8 5.1 %、数

日型は 1 2絞 13.7明、である。

6. 実施日は.平日が 44校 5O. 6 qも.休日

は 42校 48. 2私.平日.休日と決めていない

のが 1絞である。平日に実施する理由として.

教科体育の延長であるためが 19校.特別に理

由はないが 12校.教締の勤務に都合がよいが

7校である。休日に実施する理由として.父兄

に多く参加してもらうためが 2 3校.生徒や父

兄の要望が 7校.地域社会の要望が 6校、特別

に理由はないが 16校である。

7. 体育祭や運動会の目標は. i集団行動を

通して社会性を育成する」が 5 1校.ついで「生

徒会活動を充実させるJが 47校、 「運動意欲

の向上と体力の充実を図る」が 3 8絞. r運動

への関心や理解を深める」が 16絞、 「教科体

育の成果を地域社会に公開するJが 1 1校であ

る。

8. 企画、運営は「生徒と教師が協力して行

なう」が 63校 72.4 %.ついで「生徒が中心

に行なう」が 2 3校 26.4%. r教師が中心に

行なうJt':l:.1校である。

9. 準備や練習の日数は i1 0日以内」が

5 7絞 65. 5 % .ついで ill-20日」が 18

校 2O. 7私.残りは 20日以上である。

練習を行なうための体育授業への影響は.日ま

とんど影響がない」が 35校 4O. 2 %. i授業

が練習時聞にふりかえられ学習内容てカットさ

れるJが 32. 2私. i授業によい影響を与え積

極的参加Jが 16絞 18. 6弘、 「練習で疲れて

授業に悪い影響を与える」はわずか 2校である。

10. プログラムの作成は「生徒(会)中心せ

と「生徒と教師」がそれぞれ 41校 47. 2 %で

ある。 i教師のみ」は 5校 5.6唱、である。

プログラムの性格別内容をみると.競技的種

目中心は 34校 39. 1 %、ついで.レクリエー

乙ノョシ的種目中心lま21校 24. 1 %.発表的種

目中心は 1校である。また、競技的種目とレク

リエー νョγ的種目を半々に」は 16校 18. 4 

%各種目を総合的には 15校 17. 2 qもである。

1 1. 費用の出所は「学校予算と生徒会費」

が 58校 66. 9私. i学校予算に生徒の一部負

担」が 26校 29. 8弘. i学校予算に PTAな

どの寄付Jは 3校 3.3略である。

1 2 体育祭や運動会の実施上の問題点とし

て. i企画.運営指導」が 44校 5O. 6弘.つ

いで「練習時聞の確保Jが 32校 36.8%. ま

た「他教科との関係」が 22校 25.3%r全員

参加の問題jが 24校 27. 6 o/n. r費用がかか

るjが 15校 17. 2 %. i施設・用具の不足」

が 11校 12.6 qもである。

1 3 体育祭や運動会のあり方をみると.

「生徒・教師・父兄聞の人間関係を好ましくす

ることをねらいにすべき?であるJが 30校 34.5

弘.ついで「学校の実態や生徒の運動生活に応

じて行なうべきである」が 26校 29. 9弘.

「教科体育の発展の場となるようにすべきPであ

る」が 24校 27.6 %である。

あとがき

学校νクリエーνョシの一環として.福岡県

下の高等学校の体育祭や運動会の実態を明らか

K した。また、い〈つかの問題点が浮きぼりKさ

れた。なかでも、企画.運営.指導が一番問題

- 19-



となっている。

体育祭や運動会の企画を考える場合.まず第

一に基本的方針の確立.目標の設定である。日

常の体育学習の成果の発表を中核とするのか.

教師や生徒.父兄を含めて健康で.明るくなご

やかな人間関係づくりに貢献させるのか.また.

地域社会の理解と協力をねらうのか.などの方

針を明らか Kするととである。それKもとづい

て指導計画を作成し.プログラムを企画すべき

である。とくに.プログラムが形式化.固定化.

マンネリ化の傾向があるときは.アイデアを生

かした新鮮さのある種目を考えるべきである。

体育祭や運動会は学校行事として.生徒全員参

加が当然である o 全員参加であれば運動技能の

低い生徒や.運動欲求の弱い生徒が喜んで参加

しやすいプログラムを考えなくてはならない。

それには勝敗にこだわる競技的性格の種目より.

それを行なうこと自体に楽しさを求めるレクリ

- 20 

エーるノョシ的性格の種目を多くして欲しい。種

目のみではない.開会や閉会の形式や昼休み時

閣の生かし方など.アイデアを生かしてレクリ

エー νョシ的なつどいを計画してよい。それぞ

れの学校で独特の体育祭、名物的な運動会を企

画することが大切である。企画の段階では.生

徒の欲求やアイデアを必ず取りあげ、自らの.

我々の体育祭や運動会であるという意識を強く

持たせることである。運営についても、練習時

間や準備時閣を多くとらなくてすむように合理

化を考えること.過去の経験を生かしながら、

常に現代化をはかることを忘れてはならない。

最後に体育祭や運動会を企画.運営‘指導す

る人たちにレクリエーレョジ理論や技術をもっ

と学んでいただくことを要望する。

この研究は朝長裕介(福岡工業高等学校)と

の共同研究であることを付記する。




